
　　　　

2025 年 2 月 17 日

9 時 00分 から 18 時 00分 まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

・地域資源を活用して地域の公共施設(図書館、博物館など)に出かけたり、地域
のお店でのお買い物体験を行います。
・必要に応じて学校や相談支援事業所や他事業所等との情報共有や連携を図って
いきます。

職員の質の向上

・外部研修に積極的に参加したり、定期的な社内研修を行っています。
・毎日のスタッフミーティングの中でお子様一人ひとりについて情報共有
を行い、支援方法について話し合っています。
・月1回虐待チェックリストを用いて各自の支援を振り返り、児童への接
し方や声のかけ方などよりよい支援ができるよう話し合っています。

主な行事等
・お楽しみイベント(社会見学、図書館へのおでかけ、レストランでの食事等)
・七夕会・ハロウィン・クリスマス会・シェイクアウト訓練・地域のお店でのお買い物　等

・挨拶や感謝の言葉を伝え合うことを習慣にしていきます。
・言葉と経験を結び付けながら、語彙力の向上を図ります。
・個々の学習や集団活動、遊びの中で文字の読み書き能力を身につけていきます。
・集団活動での発表やグループワークを通し、自分の意見を発表する機会を持ち、口頭や文章で自分の思いや考えを伝えられるように支援します。

・日々の他者との関わりやSSTの活動を通し、他者への声のかけ方や気持ちのコントロールの仕方、折り合いのつけ方を学び、他者との円滑な関係を築けるように支援します。
・将来を見据え、自立に向け必要な社会的ルールやスキルを学ぶ講座(TEENS講座)や集団活動を行います。
・日々の他者との関わりの中で、自分を振り返ったり、他者の思いを知る機会を持ち、自己理解や他者理解につなげます。

家族支援

・毎日の施設でのお子様の様子をHUGアプリを通してお知らせしたり、気になる
様子がある時はその都度報告し、情報共有していきます。
・家庭や学校での困り事や悩み事を聞き取り、お子様に合った支援の方法を一緒
に考えていきます。

移行支援

・保護者の意向を確認しながら、必要に応じて学校やその他関係機関等と
連携をとり、スムーズな移行をはかります。
・進路や移行先の選択について、必要に応じて本人や家族等への相談援助
を行います。

本
人
支
援

支　援　内　容

・自分の身の周りのこと(排泄、手洗い、荷物の整理、身だしなみ)を自分でできるように支援します。
・毎日の体温測定や気分の把握等、定期的な心身の把握を行います。
・来所後の流れをできるだけ一定にして過ごし、学習習慣を身につけていきます。
・安心して過ごせる場所の提供(信頼できるスタッフへの相談、顔なじみの他児との関わり等)を行い、情緒の安定を図って、二次障害の予防に努めていきます。

・個々の学習スペースを用意し、正しい姿勢を保ちながら一定時間集中して取り組めるように支援します。
・プリントや創作活動への取り組み等を通して目や指先の運動を行ったり、室内でできるストレッチなどを通して体の使い方を学んでいきます。

・日課の確認による時間の認知形成をはかり、行動の切り換えがスムーズにできるように支援します。
・日付や天気の把握、季節の創作活動や壁面飾りを通して季節の変化を体感できるようにします。
・個々の学習や集団活動、生活を通し、数量の概念や計算する力を育てていきます。
・個々の学習を通して、間違えた時にミスを受け入れる力やめげずに修正しようとする力を育てます。
・お買い物練習でのお金のやりとりを通して、実践的にお金の理解ができるようにします。
・ゲームやブロック遊びを楽しみながら、空間把握の認知形成を図ります。

法人（事業所）理念 愛ある療育で子どもたちに笑顔と幸せを　遊びから学び、学びから成長そして自立への喜び

支援方針
「ひとりひとりの個性を伸ばす」　「子どもたちの可能性を育てる」　「想像力を豊かに向上させる」
・学習や様々な小集団での活動を通し、できる喜びやアウトプットの機会を持ち、自信をつける

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 放課後等デイサービス　森のふくろう 支援プログラム 作成日


